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新しい国民健康保険
被保険者証兼高齢受
給者証を送付します
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自分たちの避難所を
見てみよう！
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月
１
日
（
木
）
～　

日
（
水
）
の

２１

午
前
８
時
半
～
午
後
５
時

　
【
閲
覧
場
所
】
防
災
防
犯
課
、
市

　

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
に

は
、暗
証
番
号
を
登
録
済
み
の「
市

民
カ
ー
ド
」
が
必
要
で
す
。
す
で

に
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
も
、
新

た
に
戸
籍
証
明
書
用
の
暗
証
番
号

の
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

市
民
カ
ー
ド
の
発
行
お
よ
び
暗

証
番
号
登
録
の
申
請
は
、
３
月　
１２

日
（
月
）
か
ら
登
録
者
本
人
の
み

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
（
代
理
人

に
よ
る
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
）。

　

申
請
の
際
に
は
、
官
公
署
発
行

の
写
真
付
き
の
運
転
免
許
証
や
パ

ス
ポ
ー
ト
な
ど
（
写
真
に
浮
き
出

し
プ
レ
ス
や
特
殊
加
工
が
さ
れ
て

い
る
物
に
限
り
ま
す
）
の
本
人
確

認
書
類
、
認
め
印
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

　

す
で
に
「
市
民
カ
ー
ド
・
印
鑑

登
録
証
」、ま
た
は「
印
鑑
登
録
証
」

を
お
持
ち
の
方
は
、
併
せ
て
持
参

　

市
で
は
、
災
害
時
要
援
護
者
支

援
に
関
す
る
一
人
ひ
と
り
の
具
体

的
な
避
難
支
援
計
画
策
定
の
考
え

方
を
示
す
も
の
と
し
て
、

「
災
害
時
要
援
護
者
避
難

支
援
計
画
の
個
別
計
画

（
素
案
）」を
ま
と
め
ま
し

た
。
同
個
別
計
画
の
素
案

は
、
災
害
時
要
援
護
者
支

援
計
画
策
定
委
員
会
に
お

い
て
検
討
・
策
定
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

こ
の
素
案
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
の
ご
意
見
（
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
【
閲
覧
期
間
】
土
曜
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
、
３

こ
の
た
め
、　

年
４
月
～　

年
３

２４

２５

月
の
１
年
間
に
つ
い
て
も
、
１
割

負
担
に
据
え
置
か
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
３
月

　

日
で
有
効
期
限
を
迎
え
る
方
に
、

３１新
し
い
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
兼
高
齢
受
給
者
証
を
送
付
し
ま

す
。

　

こ
の
被
保
険
者
証
は
、
原
則
普

通
郵
便
で
送
付
し
て
い
ま
す
が
、

希
望
す
る
方
に
は
簡
易
書
留
郵
便

で
送
付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

簡
易
書
留
郵
便
を
希
望
す
る
方

は
、
３
月
９
日
（
金
）
ま
で
に
電

話
で
保
険
年
金
課
国
保
年
金
資
格

係
☎
４
７
０
・
７
７
３
２
、
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
申
請
書

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
」
か
ら
「
被
保
険

者
証
更
新
に
伴
う
簡
易
書
留
郵
便

交
付
申
請
書
」
を
取
得
し
記
入
の

上
、
〒
２
０
３
倆
８
５
５
５
、
市

役
所
保
険
年
金
課
国
保
年
金
資
格

係
あ
て
郵
送
、
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

（
４
７
０
・
７
８
０
５
）
で
送
信

し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
係
☎
４
７
０
・
７

７
３
２
へ
。

　

医
療
制
度
改
革
に
よ
り
、
保
険

医
療
機
関
な
ど
で
の
窓
口
負
担
が
、

　

年
４
月
か
ら
２
割
負
担
に
引
き

２０上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

こ
の
見
直
し
が
凍
結
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば
と
東

久
留
米
駅
東
口
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
１

階
出
入
口
横
に
設
置
し
た
「
証
明

書
自
動
発
行
機
」
で
、
３
月　

日
１２

（
月
）
か
ら
、
新
た
に
戸
籍
に
関

す
る
証
明
書
（
全
部
事
項
・
個
人

事
項
証
明
書
）
が
取
得
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
取
得

で
き
る
方
は
、
現
在
東
久
留
米
市

に
本
籍
の
あ
る
方
に
限
り
ま
す
。

　

法
改
正
に
よ
り
、　

年
７
月
９

２４

日
（
月
）
か
ら
新
た
な
在
留
管
理

制
度
が
導
入
さ
れ
、
外
国
人
登
録

制
度
は
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
外
国
人
住
民
の
方
は
、

住
民
基
本
台
帳
の
適
用
対
象
に
な

り
ま
す
。

　

新
制
度
で
は
、
日
本
人
住
民
と

同
様
、
外
国
人
住
民
の
方
も
転
出

　

複
数
の
自
治
会
、
自
主
防
災
組

織
に
よ
る
実
行
委
員
会
が
運
営
す

る
避
難
所
合
同
防
災
訓
練
を
実
施

し
ま
す
。

　

主
催
は
第
七
小
避
難
所
合
同
防

災
訓
練
実
行
委
員
会
、
市
社
会
福

祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
。

　
【
日
時
】
３
月
４
日
（
日
）
午
前

９
時
半
～
午
後
零
時
半　
（
雨
天

決
行
）

　
【
会
場
】
第
七
小
学
校
体
育
館

　
【
対
象
】第
七
小
学
校
が
避
難
所

と
な
っ
て
い
る
地
域
（
滝
山
六
丁

目
２
・
３
番
、七
丁
目　

番
～　

番
、

２１

２６

下
里
二
丁
目
）
に
お
住
ま
い
の
方
、

福
祉
施
設
の
方
、
近
隣
自
治
会
の

方
　
【
内
容
】①
避
難
所
体
験
＝
緊
急

救
命
訓
練
、
車
い
す
操
作
法
講
習
、

炊
き
出
し
訓
練
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ

し
て
く
だ
さ
い
。

　

本
人
確
認
書
類
が
健
康
保
険
証

や
年
金
手
帳
な
ど
の
場
合
は
、
申

請
し
た
そ
の
日
の
発
行
、
ま
た
は

登
録
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

震
災
等
緊
急
雇
用
対
応
事

業
に
伴
う
市
臨
時
職
員

　

市
で
は
、
震
災
の
影
響
な
ど
に

よ
り
離
職
さ
れ
た
方
の
支
援
の
た

め
、
緊
急
的
に
雇
用
対
策
を
次
の

通
り
実
施
し
ま
す
。

◎
生
涯
学
習
課

　
【
勤
務
内
容
】　

年
度
に
開
催
さ

２５

れ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
２
０
１

３
（
第　

回
国
民
体
育
大
会
）」
の

６８

準
備
業
務
に
係
る
補
助
事
務

　
【
雇
用
期
間
】４
月
１
日
か
ら
６

カ
月
間

　
【
勤
務
日
時
】１
カ
月
に　

日
程

１５

度
の
勤
務
。
勤
務
時
間
は
午
前
９

時
～
午
後
５
時

　
【
賃
金
】
時
給
８
６
０
円
（
交
通

費
相
当
額
別
途
支
給
）

　
【
対
象
】
被
災
求
職
者
、
ま
た
は

　

年
３
月　

日
以
降
に
離
職
さ
れ

２３

１１

た
現
在
失
業
中
の
方
で
、
パ
ソ
コ

ン
（
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド
な
ど
）

の
入
力
操
作
が
可
能
な
方

　
【
募
集
人
員
】
１
人

　
【
採
用
方
法
】
書
類
選
考
後
、
面

接
の
上
、
決
定
し
ま
す
。
な
お
、

応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

　

申
し
込
み
は
３
月　

日
（
金
）

１６

ま
で
に
（
必
着
）、
履
歴
書
（
写
真

添
付
）
を
、
〒
２
０
３
倆
８
５
５

５
、
市
役
所
生
涯
学
習
課
あ
て
郵

送
、
ま
た
は
直
接
同
課
（
市
役
所

６
階
）
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
８
４
へ
。

◎
産
業
振
興
課

　
【
勤
務
内
容
】市
内
農
産
物
の
庭

先
販
売
マ
ッ
プ
な
ど
の
作
成
業
務

ほ
か

　
【
雇
用
期
間
】４
月
１
日
か
ら
６

カ
月
間

　
【
勤
務
日
時
】１
カ
月
に　

日
程

２０

度
の
勤
務
。
勤
務
時
間
は
午
前
８

時
半
～
午
後
５
時

　
【
賃
金
】
時
給
８
６
０
円
（
交
通

費
相
当
額
別
途
支
給
）

　
【
対
象
】
被
災
求
職
者
、
ま
た
は

　

年
３
月　

日
以
降
に
離
職
さ
れ

２３

１１

た
現
在
失
業
中
の
方
で
、
パ
ソ
コ

ン
（
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド
な
ど
）

の
入
力
操
作
が
可
能
な
方

　
【
募
集
人
員
】
２
人

　
【
採
用
方
法
】
書
類
選
考
後
、
面

接
の
上
、
決
定
し
ま
す
。
な
お
応

募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

　

申
し
込
み
は
３
月　

日
（
金
）

１６

ま
で
に
（
必
着
）、
履
歴
書
（
写
真

添
付
）
を
、
〒
２
０
３
倆
８
５
５

５
、
市
役
所
産
業
振
興
課
あ
て
郵

送
、
ま
た
は
直
接
同
課
（
市
役
所

６
階
）
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
４
３
へ
。

　

な
お
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
上

の
原
・
ひ
ば
り
が
丘
・
滝
山
の
各

地
域
連
絡
所
で
は
取
り
扱
い
で
き

ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
市
民
課
☎
４
７
０
・

７
７
２
２
へ
。

　甚大な被害を受けた東日本大震災から
１年が経過するこの機を捉え、市職員に
よる緊急参集訓練を、３月１２日（月）～３０
日（金）の期間で実施します。これは、災害
などで交通機関が止まった事態を想定し、
自宅などから徒歩または自転車のいずれ
かの手段で市役所まで参集することで、
距離や所要時間などのデータを収集し、
今後の災害対策に反映させるものです。
　詳しくは防災防犯課防災防犯係緯４７０・
７７６９へ。

市役所本庁舎職員の 
緊急参集訓練を行います

時
に
届
け
出
が
必
要
に
な
る
ほ
か
、

住
民
票
の
写
し
が
発
行
で
き
る
よ

う
に
な
る
な
ど
の
変
更
が
あ
り
ま

す
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
対
象
と
な
る
方
に
は
５

月
頃
に
、
外
国
人
登
録
原
票
の
情

報
を
基
に
仮
住
民
票
を
作
成
し
、

送
付
し
ま
す
。
現
在
の
登
録
内
容

に
変
更
が
あ
る
方
は
、
早
め
に
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
【
対
象
】
中
長
期
在
留
者
（
日
本

に
入
管
法
上
の
在
留
資
格
を
持
っ

て
在
留
す
る
外
国
人
で
、
３
カ
月

以
下
の
在
留
期
間
が
決
定
し
た
方

や
、
短
期
滞
在
者
・
外
交
・
公
用

の
在
留
資
格
が
決
定
さ
れ
た
方
以

外
の
方
）、
特
別
永
住
者
な
ど

　

詳
し
く
は
市
民
課
戸
籍
係
☎
４

７
０
・
７
７
２
２
へ
。

政
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
い
ず
れ
も
市

役
所
２
階
）。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
閲
覧
で
き
ま
す

　
【
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
提
出

方
法
】
３
月
１
日
（
木
）
～　

日
２１

（
水
）
に
（
消
印
有
効
）、
事
業
名

「
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
計

画
の
個
別
計
画
（
素
案
）」、
住
所
、

氏
名
、
年
代
（
例
＝　

代
）、
ご
意

２０

見
を
記
入
の
上
、
〒
２
０
３
倆
８

５
５
５
、市
役
所
防
災
防
犯
課
あ

て
郵
送
、ま
た
は
電
子
メ
ー
ル（bo   

saibohan@
city.higashikurum

         
                 

e  .  

lg.j

    p   
）、
フ
ァ
ク
ス
（
４
７
０
・

７
８
０
７
）
で
送
信
し
て
く
だ
さ

い
。
電
話
で
の
受
け
付
け
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

※
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見

は
、
参
考
意
見
と
し
て
検
討
し
、

要
約
し
て
公
表
し
ま
す
。
返
却
や

個
別
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
課
防
災
防
犯
係
☎

４
７
０
・
７
７
６
９
へ
。

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
立
ち
上
げ
訓
練
な

ど
②
基
調
講
演
「
医
師
か
ら
の
避

難
所
生
活
ア
ド
バ
イ
ス
」
＝
講
師

は
医
療
法
人
社
団
好
仁
会 
滝
山

病
院
院
長
の
小
笠
原
芳
宏
氏

　

当
日
直
接
会
場
へ
。

　

詳
し
く
は
同
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎
４
７
５
・
０
７

３
９
へ
。

「戸籍に関する証明書」が発行できるようになります

昨年の総合防災訓練の様子

証
明
書
自
動
発
行
機
で

「「「「「「「「「「「「「「「「
戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸
籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍
にににににににににににににににに
関関関関関関関関関関関関関関関関
すすすすすすすすすすすすすすすす
るるるるるるるるるるるるるるるる
証証証証証証証証証証証証証証証証
明明明明明明明明明明明明明明明明
書書書書書書書書書書書書書書書書

　
「
戸
籍
に
関
す
る
証
明
書
」」」」」」」」」」」」」」」」」

発発発発発発発発発発発発発発発発
行行行行行行行行行行行行行行行行
ササササササササササササササササ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
ビビビビビビビビビビビビビビビビ
スススススススススススススススス

　
　
　
　
　
　

発
行
サ
ー
ビ
ス
ががががががががががががががががが

３
月　

日（
月
）か
ら
始
ま
り
ま
す

１２

災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
計
画

災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
計
画
のの

個
別
計
画
（
素
案

個
別
計
画
（
素
案
））

外国人住民に
関する登録制度が
　　　変わります

退
職
し
た
と
き
は

国
民
年
金
の
手
続
き
を

　

日
本
国
内
に
居
住
し
て
い

る　

歳
以
上　

歳
未
満
の
方

２０

６０

は
、
厚
生
年
金
保
険
や
共
済

組
合
な
ど
に
加
入
し
て
い
る

場
合
を
除
き
、
ご
自
身
で
国

民
年
金
に
加
入
し
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

会
社
な
ど
を
退
職
し
、
厚

生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
に

加
入
し
な
く
な
っ
た
方
は
、

資
格
喪
失
証
明
書
な
ど
の
退

職
日
が
確
認
で
き
る
書
類
と

認
め
印
を
持
参
し
、
市
保
険

年
金
課
（
市
役
所
１
階
）
で

国
民
年
金
第
１
号
へ
の
加
入

届
け
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
退
職
を
し
た
方
に
扶

養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
（
被

扶
養
配
偶
者
）
は
、
国
民
年

金
第
３
号
か
ら
第
１
号
へ
の

種
別
変
更
手
続
き
が
必
要
で

す
。

　

退
職
日
の
翌
日
に
再
就
職

し
、
厚
生
年
金
保
険
や
共
済

組
合
に
加
入
す
る
方
は
、
市

へ
の
届
け
出
は
不
要
で
す
。

退
職
の
翌
日
か
ら
、
厚
生
年

金
保
険
や
共
済
組
合
に
加
入

し
て
い
る
方
の
被
扶
養
配
偶

者
と
な
る
場
合
は
、
配
偶
者

の
勤
務
先
を
通
じ
て
国
民
年

金
第
３
号
被
保
険
者
と
な
る

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

《
保
険
料
の
納
付
が 

困
難
な
方
へ
》

　

国
民
年
金
第
１
号
へ
の
加

入
後
、
経
済
的
な
理
由
な
ど

で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に

は
、
免
除
制
度
（
全
額
免
除
・

一
部
免
除
）、若
年
者
納
付
猶

予
制
度
が
あ
り
ま
す
。
退
職

後
学
生
に
な
る
場
合
は
、
学

生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま

す
。

　

詳
し
く
は
武
蔵
野
年
金
事

務
所
☎
０
４
２
２
・　

・
１

５６

４
１
１
ま
た
は
市
保
険
年
金

課
☎
４
７
０
・
７
７
３
２
へ
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を募集

し
ま
す


